
8

☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く
　習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談
ください。
☆次回寺報は、平成20年2月10日（日）発行予定です。

●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817
TEL・FAX０５５-９８８-３９００
編集人＝長島・菊沢・斉藤・園田　

（蓮如上人御一代記聞書より）

門信徒会親睦研修旅行
（新潟・長野方面）
平成19年6月1日～2日
国府別院にて

越後の方々の
親鸞聖人への思いが

伺えます

　　　国府別院内陣

●法話をまとめた小冊子第1～5巻が
　発行されています。
　　　　お尋ねください。

朝7時45分（5分間）

毎週水曜日

お聖教の文やその解釈を

　　どれほど覚えたとしても

　　　　信心がなければ何の意味もない。

門信徒会員より原稿を随時募集致します。
４００字前後の文章および、写真・イラストも歓迎致します。 
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六
月
一
日（
金
）〜
六
月
二
日
（
土
）、
一
泊
二
日
の
門
信
徒
会
の
研
修

旅
行
に
姉
と
参
加
し
ま
し
た
。
親
鸞
聖
人
様
が
越
後
国
府
へ
遠
流
に
処
せ
ら

れ
ま
し
て
か
ら
八
〇
〇
年
を
お
迎
え
し
ま
し
た
事
で
、
ご
上
陸
の
地
「
居

多
ヶ
浜
」
や
「
国
府
別
院
」
を
参
拝
し
聖
人
様
の
御
苦
労
を
偲
ぶ
と
言
う
新

潟
、
信
州
方
面
へ
の
研
修
旅
行
で
し
た
。
お
寺
の
研
修
旅
行
と
言
う
事
で
、

さ
ぞ
か
し
堅
苦
し
い
の
で
は
と
、
初
参
加
の
私
達
は
バ
ス
に
乗
る
迄
緊
張
と

不
安
で
一
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
不

安
は
直
ぐ
に
消
え
ま
し
た
。
早
朝
出
発
し

た
バ
ス
の
中
は
、
和
気
藹
々
と
一
気
に
宴

会
場
と
成
り
、
盛
り
あ
が
っ
た
の
で
す
。

　

一
日
目
の
昼
食
は
原
田
農
園
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
ご
住
職
様
の

お
話
し
を
聞
き
、
サ
ァ
ー
食
事
！
と
そ
の

時
皆
様
が
一
斉
に
合
掌
し
「
頂
き
ま
す
」

と
大
き
な
声
、
長
照
寺
門
信
徒
の
会
は
食

事
の
前
後
は
必
ず
「
頂
き
ま
す
」
「
御
馳

走
様
」
と
言
う
の
が
決
ま
り
と
の
事
で
し

た
。
私
は
反
省
し
ま
し
た
。

　

北
方
文
化
博
物
館
を
見
学
し
、
今

夜
の
宿
で
あ
る
「
ホ
テ
ル
泉
慶
・
華

鳳
」へ
、
新
潟
一
の
ホ
テ
ル
と
言
わ
れ

る
通
り
、
そ
の
施
設
の
立
派
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
夕
食
は
食
べ
き
れ
な
い

程
の
料
理
（
先
付
か
ら
水
菓
子
迄
十

五
種
類
も
有
っ
た
）
で
贅
沢
さ
せ
て

頂
き
、
食
事
を
し
な
が
ら
の
自
己
紹

介
で
知
っ
た
事
は
、
皆
様
の
趣
味
の

多
さ
、
そ
の
趣
味
が
本
格
的
で
あ
る

と
言
う
事
で
す
。
そ
の
中
の
一
つ
で

あ
る
カ
ラ
オ
ケ
も
プ
ロ
並
で
、
聞
き

い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
前
向

き
に
生
き
な
け
れ
ば
と
又
反
省
で
す
。

　

二
日
目
、
今
日
の
目
的
で
あ
る
本
願
寺
国
府
別
院
へ
。
総
欅
造
り
の
本
堂
、

彫
刻
、
天
井
絵
、
壁
画
の
彩
色
の
す
ば
ら
し
さ…

。
合
掌
し
て
い
る
と
胸
が

熱
く
成
り
参
拝
出
来
た
事
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

親
鸞
聖
人
御
上
陸
の
地
「
居
多
ヶ
浜
」へ
。
居
多
ヶ
浜
記
念
堂
を
見
学
し
、

展
望
台
か
ら
日
本
海
を
眺
め
な
が
ら
八
〇
〇
年
前
の
聖
人
様
の
上
陸
を
想
像

し
ま
し
た
。
信
州
・
長
野
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
特
別
企
画

展
（
川
中
島
の
戦
い
）へ
。
川
中
島
古
戦
場
と
博
物
館
の
見
学
、
何
故
川
中
島

の
戦
い
が
起
き
た
の
か
？　

武
田
軍
団
は
何
故
強
か
っ
た
の
か
？　

山
本
勘

助
の
伝
説
と
か
説
明
を
聞
き
、
歴
史
に
弱
い
私
に
も
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

無
事
に
旅
行
も
終
わ
り
ま
し
た
。
反
省
し
た
り
、
勉
強
出
来
た
り
、
楽
し

く
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

追
記

　

御
住
職
様
の
割
箸
談
義
、
中
国
（
ペ
ッ
キ
ン
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
バ

リ
ッ
）
フ
ラ
ン
ス
（
パ
リ
ッ
）
日
本
（
二
本
）
の
ネ
タ
頂
き
ま
し
た
。

門
信
徒
会
親
睦
研
修
旅
行

ー
ー
新
潟
・
長
野
方
面
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
九
年
六
月
一
日
〜
二
日

ー
ー
伊
東
方
面
ー
ー

　
　
　
　
　
　
平
成
十
九
年
四
月
三
十
日

坪　

内　

定　

枝

門
信
徒

こ　

た
が
は
ま

　

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
研
修
旅
行
に
参
加
す
る
二
十
余
人
の
方
々
の
笑
顔

と
、
は
ず
む
声
々
。

　

初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
日
和
の
四
月
三
十
日
、
楽
し
さ
を
い
っ
ぱ
い
醸
し
出

し
な
が
ら
、
日
帰
り
研
修
旅
行
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

研
修
旅
行
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
伊
東
市
の
伊
豆
一
碧
湖
美
術
館
で
の
絵
画
鑑
賞
と
、

同
市
の
宝
専
寺
で
の
遊
園
会
へ
の
参
加
と
、
永　

六
輔
氏
の
講
演
の
拝
聴
で
す
。

　

新
緑
に
囲
ま
れ
た
一
碧
湖
の
湖
畔
の
景
勝
を
、
望
む
よ
う
に
建
つ
、
伊
豆
一
碧

湖
美
術
館
で
は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
画
壇
の
作
家
ジ
ョ
ン
ピ
エ
ー
ル
・
カ
シ
ニ
ョ
ー

ル
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
軽
快
な
動
き
と
、
明
る
い
色
彩
で
し

た
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
作
品
の
美
し
さ
を
、
自
分
な
り
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

昼
は
、
パ
リ
の
雰
囲
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
わ
れ
て
い
る
、
館
内
の
デ
ザ
ー

ト
・
テ
ラ
ス
で
、
湖
を
眺
望
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
食
事
の
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

遊
園
会
の
会
場
と
な
る
宝
専
寺
の
庭
園
は
、
山
水
画
の
よ
う
な
風
情
で
し
た
。

芝
の
緑
は
、
青
空
の
も
と
で
、
目
に
染
み
入

る
よ
う
に
明
る
く
、
来
た
者
を
迎
え
て
い
る

か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
風
が
撫
で
渡
る
青
青
の
芝
に

座
し
て
、
永　

六
輔
氏
の
講
演
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
人
間
味
の
あ
る
上
品
な

し
ゃ
れ
と
笑
い
、
軽
快
な
語
り
ぐ
ち
に
引
き

込
ま
れ
、
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

イ
ラ
ク
で
の
唯
一
神
イ
ス
ラ
ム
教
信
徒
同
士
の
争
い
の
悲
し
む
べ
き
現
状
。

ブ
ッ
ダ
の
悟
り
と
教
え
、
仏
教
徒
は
天
国
で
は
な
い
こ
と
、
民
間
伝
承
の
刺
し
子

の
美
し
さ
、
そ
し
て
、
農
耕
行
事
に
伴
う
歌
舞
か
ら
起
こ
っ
た
田
楽
の
こ
と
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
話
題
が
、
万
華
鏡
の
よ
う
に
、
次
か
ら
次
へ
と
、
わ
か
り

や
す
い
話
し
言
葉
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
笑
い
の
う
ち
に
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
、

講
演
時
間
が
、
短
く
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
、
話
に
出
た
田
楽
の
舞
楽
が
、
田
楽
保
存
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
、

演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
平
安
中
期
か
ら
行
わ
れ
た
、
田
植
え
の
と
き
の
民
間
舞
楽
が
、

後
に
遊
芸
化
し
、
室
町
時
代
に
は
盛
ん
に
行
わ
れ
、
専
業
田
楽
法
師
も
現
れ
た
と
、

伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
田
楽
は
、
舞
楽
と
は
知
ら
な
か
っ
た
よ
。
」

「
豆
腐
な
ど
を
、
串
に
刺
し
て
焼
い
た
料
理
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。
」

そ
ん
な
、
さ
さ
や
き
の
声
も
耳
に
し
ま
し
た
。
私
も
、
ま
っ
た
く
、
そ
の
よ
う
な

思
い
で
し
た
。

　

田
楽
を
演
じ
た
の
は
、
保
存
会
に
所
属
し
て
い
る
、
小
中
学
校
と
高
校
の
皆
さ

ん
で
し
た
。
太
鼓
や
笛
の
奏
で
る
曲
に
合
わ
せ
、
統
制
の
と
れ
た
機
敏
な
動
き
の

舞
に
、
感
動
の
拍
手
が
、
し
ば
ら
く
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
日
帰
り
研
修
旅
行
は
、
私
に

と
っ
て
、
知
的
収
穫
の
多
か
っ
た
、
有

意
義
な
一
日
で
し
た
。

門
信
徒
会
親
睦
日
帰
り
研
修
会

門
信
徒
会
親
睦
日
帰
り
研
修
会

参
加
し
て
良
か
っ
た

門
信
徒　

八
木
橋　

幹　

夫
か
もし

な　
　
　
　
　
　

せ
い
せ
い

た

か
な



新
潟
・
国
府
別
院
に
ご
参
拝

門
信
徒　

樋　

口　

芳　

枝

　

昨
夜
の
雨
は
山
で
は
雪
だ
っ
た
の
か
、
晴
れ
を
約
束

す
る
朝
空
に
、
名
残
り
の
薄
化
粧
が
美
し
い
富
士
山
に

見
送
ら
れ
旅
立
つ
。
続
け
様
の
公
演
を
終
え
、
緊
張
が
ほ
ど
け
疲
労
限
界
の

折
、
お
寺
の
旅
行
は
ま
さ
に
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
。

　

こ
の
お
寺
の
が
、
私
に
と
っ
て
意
味
深
い
。
さ
て
研
修
旅
行
な
の
で
朝
一

は
御
住
職
の
ご
法
話
か
ら
。
行
先
は
国
府
別
院
、
浄
土
真
宗
で
あ
り
、
開
祖

は
親
鸞
聖
人
様
で
あ
る
事
と
、
と
く
と
肝
に
銘
づ
べ
し
と
。
バ
ス
は
心
地
よ

く
走
り
、
早
起
き
の
た
め
ト
ロ
リ
と
す
る
眼
に
一
際
残
雪
の
美
し
い
谷
川
連

峰
が
見
え
て
、
一
日
目
の
目
的
地
「
北
方
文
化
博
物
館
」
着
。
以
前
テ
レ
ビ

で
見
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
豪
農
の
舘
で
あ
る
。
柱
の
な
い
吊
欄

間
工
法
、
別
院
の
六
〇
㎝
も
の
厚
さ
か
ら
彫
り
出
す
牡
丹
の
浮
彫
等
、
匠
の
技

に
驚
く
一
方
、
貴
重
な
木
材
に
も
心
が
動

く
。
今
甚
五
郎
だ
、
と
よ
く
腕
自
慢
を
聞

か
せ
て
く
れ
た
父
が
見
た
ら
硫
石
に
「
い

い
仕
事
し
て
い
る
ね
ー
」
と
云
っ
た
だ
ろ

う
か
。

　

階
上
は
す
っ
ぽ
り
江
戸
時
代
。
「
お
主

も
ワ
ル
よ
の
う
フ
ッ
フ
ッ
」
。
あ
の
膨
大

な
取
立
帳
や
税
や
売
買
の
台
帳
の
記
録
に

驚
く
。
小
作
農
を
締
上
げ
、
甘
い
汁
を

吸
っ
た
悪
代
官
と
現
代
の
悪
徳
政
治
家
が

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。

　

そ
し
て
月
岡
温
泉
一
の
「
華
鳳
」
着
。

ど
こ
へ
行
く
の
か
と
思
わ
せ
る
広
く

長
い
ア
プ
ロ
ー
チ
、
立
派
な
大
門
に

迎
え
ら
れ
、
車
内
に
感
嘆
が
洩
れ
る
。

温
泉
は
、
一
瞬
本
当
？
と
疑
う
エ
メ

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
。
バ
ス
ク
リ
ン
を

一
箱
も
入
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
様
子

が
箱
根
大
涌
谷
ど
こ
ろ
で
は
な
い
強

烈
な
硫
黄
の
匂
い
に
納
得
。

　

夜
の
宴
は
御
住
職
の
「
箸
」
の
話

芸
を
皮
切
り
に
一
次
会
、
二
次
会
と

盛
上
が
り
予
算
無
視
の
無
礼
講
に
藤

澤
君
が
不
安
な
顔
。
私
も
頑
張
っ
て

何
十
年
振
り
の
洒
落
た
カ
ク
テ
ル
を
一
杯
御
馳
走
様
。

　

翌
日
、
心
改
め
て
国
府
別
院
参
拝
。
正
面
同
列
須
弥
壇
に
置
か
れ
た
親
鸞

聖
人
の
御
像
の
謂
れ
や
、
一
度
他
宗
に
渡
っ
た
寺
を
再
び
戻
し
、
十
七
代
に

亘
る
法
灯
を
導
く
人
・
導
か
れ
る
人
、
救
お
う
と
の
御
心
と
徳
を
慕
い
心
を

委
ね
た
人
々
と
の
絆
深
く
灯
し
続
け
て
来
た
お
話
な
ど
を
、
稲
荷
賛
事
様
か

ら
、
お
聞
き
し
感
慨
一
し
お
に
お
参
り
す
る
。

　

そ
し
て
居
多
ヶ
浜
。
流
罪
の
人
と
し
て
舟
を
降
り
荒
磯
に
衣
の
裾
を
濡
ら

さ
れ
た
時
の
御
決
意
を
偲
べ
ば
、
凛
と
し
て
徳
を
湛
え
た
御
姿
が
彷
彿
と
浮

か
ぶ
。
僅
か
な
門
信
徒
が
、
手
を
合
わ
せ
お
迎
え
し
た
時
自
然
の
葦
が
葉
を

向
け
た
と
云
う
「
片
葉
の
葦
」
。
目
を
や
れ
ば
風
に
そ
よ
ぐ
、
こ
の
葦
は
今

も
皆
葉
を
海
に
向
け
て
い
る
。

　

次
の
目
的
地
へ
と
向
か
う
車
窓
の
風
景
は
走
れ
ど　
　

少
し
も
変
わ
ら
ず
、

美
し
い
水
田
に
や
さ
し
い
緑
の
早
苗
が
続
く
。
私
は
少
し
も
飽
き
な
い
「
き

れ
い
ね
ー
」
と
繰
り
返
す
。
体
の
中
に
何
か
い
い
も
の
が
、
い
っ
ぱ
い
に
な

る
様
。
お
寺
の
は
今
回
も
よ
か
っ
た
。
美
し
国
、
瑞
穂
の
国
万
歳
。
有
難
う
。

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。

※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は毎月第１土曜日　午後7時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。 （　　　　　　）

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
・

静岡東組

○○教区

（○○別院）

○○組

（築地別院）

東京教区 ○○教区 ○○教区

浄土真宗本願寺派

（西本願寺）

地方組織

門主（24代）

中央組織

海外組織

○○組

※住職元開教使

カナダ

ハワイ

北　米

全国32教区（沖縄特区含む）

（○○別院） （○○別院）

南　米

外
地
別
院

外
地
寺
院

○○組

オーストラリア

メキシコ

台　湾

ドイツ

イギリス

スイス○○寺

開
教
区

（4）

開
教
地

（3）

東京教区教務所

長照寺

東京教区内24組（全国533組）

静岡東組11ヶ寺（全国10,296ヶ寺）

○○寺○○寺
　摂取山

７月２２日(日)  境内清掃作業・親睦懇親会 境　　内

８月１３日～１５日  合同盆法要（計８回） 本　　堂

９月２日～５日 門信徒会親睦海外研修旅行 台　　湾

９月２３日(日) 秋季彼岸会法要 本　　堂

１０月１５日～１６日 第１回静岡東組連続研修会 箱根の里

１０月２２日（月) 門信徒会親睦ゴルフコンペ 未　　定

１１月１８日(日) 報恩講・座談会・茶話会 本　　堂

１１月２９日～３０日 第２回静岡東組連続研修会 未　　定

１２月２日(日) 境内清掃作業 境　　内

１２月３１日(月) 除夜会 本　　堂

１月４日(金) 修正会及び新年会 本　　堂

１月１２日～１３日 ご正忌報恩講 西本願寺

１月２１日～２２日 第３回静岡東組連続研修会 築地別院

２月１０日(日) 寺報(第１９号)発行 

２月１６日～１７日 東京教区仏教壮年研修会 未　　定

３月２０日(木) 春季彼岸会法要 本　　堂

今　 後　 の　 活　 動　 予　 定

平
成
19
年

平
成
20
年

私
達
の
お
寺（
長
照
寺
）は
ど
こ
？

　

心
の
拠
り
所
と
し
て
お
参
り
さ
せ
て
戴
く
私
達
の
お
寺
は
ど

こ
で
し
ょ
う
。お
寺
は
昔
、現
在
の
市
役
所
と
か
役
場
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。従
い
ま
し
て
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、そ
の
目
的
が
変
化
し
て
心
の
中
を
充
た
し
て
く
だ
さ

る
場
と
し
て
、そ
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。



東
京
教
区
仏
教
壮
年
研
修
会

第
25
回
門
信
徒
会

　
　
　
　

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

門
信
徒
会
親
睦
研
修
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
泊
二
日
）

平
成
十
九
年
上
期

二
月
十
日
〜
十
一
日

熱
海
市　

後
楽
園
ホ
テ
ル

先
輩
方
々
を
敬
い
な
が
ら
、若
い
者
と
も
共
生
き
の

強
化
団
体
で
す
。

初　

参　

式

二
月
二
十
六
日

遠
山
研
介
く
ん　

誕
生
の
歓
び
を
仏
様
に
報
告
し
、感
謝
す
る
お
参
り

で
す
。※

写
真
は
8
ペ
ー
ジ

く
わ
入
れ
式

四
月
十
六
日

杉
浦
さ
ん

一般
的
に
地
鎮
祭（
で
も
地
震
は
起
こ
る
ぞ
！
）

仏
教
で
は
起
工
に
感
謝
す
る
も
の
で
す
。

※

写
真
は
8
ペ
ー
ジ

く
わ
入
れ
式

五
月
十
八
日

六
月
一
日
〜
二
日

新
潟
・
長
野
方
面

吉
川
製
作
所（
新
社
屋
）

一従
業
員
の
皆
が
き
っ
と
喜
び
、益
々
会
社
が
発
展
し

ま
す
よ
う･･･

。※

写
真
は
8
ペ
ー
ジ

門
信
徒
会
総
会

五
月
六
日

お
か
げ
様
で
各
議
案
と
も
御
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
議
案
：
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
の

懇
志
に
つ
い
て

※

皆
様
の
納
め
て
い
た
だ
い
た
、ご
懇
志
を
取
り
ま

と
め
、西
本
願
寺（
本
山
）へ
進
納
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

先
日
、本
山
よ
り
御
懇
志
の
還
付
金
を
う
け
、活

動
費
と
し
て
門
信
徒
会
へ
入
金
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

門
信
徒
会
：
総
代・世
話
人
よ
り

絵
画・芸
術
に
目
が
点
に
な
り
。永
六
輔
氏
の
お
話

に
心
が
洗
わ
れ
て
。

※

記
事
・
写
真
は
7
ペ
ー
ジ

こ
こ
か
ら
関
東
伝
道
の
旅
が
始
ま
り
、お
念
佛
の
種

が
蒔
か
れ
た
の
で
し
た
。

※

記
事
・
写
真
は
2
、3
ペ
ー
ジ

四
月
十
二
日

優　

勝　

増
田
祐
幸
さ
ん

準
優
勝　

長
島
政
信
さ
ん

第
三
位　

佐
藤
純
治
さ
ん

初　

参　

式

四
月
八
日

四
月
八
日

野
元
綾
子
ち
ゃ
ん　
　

誕
生
の
歓
び
を
仏
様
に
報
告
し
、感
謝
す
る
お
参
り

で
す
。※

写
真
は
8
ペ
ー
ジ

定
例
法
座・花
見
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

四
月
八
日

材
料
は
良
い
の
だ
け
ど
？
焼
き
方
を
も
っ
と
研
究

し
ま
し
ょ
う
ね
？

※

定
例
法
座
や
って
る
よ
？

花
ま
つ
り「
お
釈
様
の
誕
生
日
」

四
月
八
日

甘
茶
も
良
い
け
ど
、花
飾
り
も
良
か
っ
た
よ
。

お
釈
迦
様
に
自
分
の
成
長
を
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

祝
入
園
慶
讃
法
要

ご
入
園
お
め
で
と
う

藤
澤
月
樹
ち
ゃ
ん（
保
育
園
）

「
命
の
つ
な
が
り
」・「
命
の
尊
さ
」を
伝
え
て
い
く
法

要
で
す
。

春

季

彼

岸

会三
月
二
十
一
日

住
職
の
お
話

花見バーベキュー

富
士
エ
ー
ス
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

参
加
者
三
十
名

第
5
回
門
信
徒
会

　
　
　
　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

四
月
二
十
二
日

優　

勝　

藤
澤
さ
と
子
さ
ん

準
優
勝　

元
盛
郁
さ
ん

第
三
位　

園
田
茂
光
さ
ん

ジ
ョ
イ
ラ
ン
ド
み
し
ま

参
加
者
十
八
名

門
信
徒
会
親
睦

　
　
　
　

日
帰
り
研
修
会

四
月
三
十
日

伊
東
方
面

門信徒会総会
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新
潟
・
国
府
別
院
に
ご
参
拝

門
信
徒　

樋　

口　

芳　

枝

　

昨
夜
の
雨
は
山
で
は
雪
だ
っ
た
の
か
、
晴
れ
を
約
束

す
る
朝
空
に
、
名
残
り
の
薄
化
粧
が
美
し
い
富
士
山
に

見
送
ら
れ
旅
立
つ
。
続
け
様
の
公
演
を
終
え
、
緊
張
が
ほ
ど
け
疲
労
限
界
の

折
、
お
寺
の
旅
行
は
ま
さ
に
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
。

　

こ
の
お
寺
の
が
、
私
に
と
っ
て
意
味
深
い
。
さ
て
研
修
旅
行
な
の
で
朝
一

は
御
住
職
の
ご
法
話
か
ら
。
行
先
は
国
府
別
院
、
浄
土
真
宗
で
あ
り
、
開
祖

は
親
鸞
聖
人
様
で
あ
る
事
と
、
と
く
と
肝
に
銘
づ
べ
し
と
。
バ
ス
は
心
地
よ

く
走
り
、
早
起
き
の
た
め
ト
ロ
リ
と
す
る
眼
に
一
際
残
雪
の
美
し
い
谷
川
連

峰
が
見
え
て
、
一
日
目
の
目
的
地
「
北
方
文
化
博
物
館
」
着
。
以
前
テ
レ
ビ

で
見
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
豪
農
の
舘
で
あ
る
。
柱
の
な
い
吊
欄

間
工
法
、
別
院
の
六
〇
㎝
も
の
厚
さ
か
ら
彫
り
出
す
牡
丹
の
浮
彫
等
、
匠
の
技

に
驚
く
一
方
、
貴
重
な
木
材
に
も
心
が
動

く
。
今
甚
五
郎
だ
、
と
よ
く
腕
自
慢
を
聞

か
せ
て
く
れ
た
父
が
見
た
ら
硫
石
に
「
い

い
仕
事
し
て
い
る
ね
ー
」
と
云
っ
た
だ
ろ

う
か
。

　

階
上
は
す
っ
ぽ
り
江
戸
時
代
。
「
お
主

も
ワ
ル
よ
の
う
フ
ッ
フ
ッ
」
。
あ
の
膨
大

な
取
立
帳
や
税
や
売
買
の
台
帳
の
記
録
に

驚
く
。
小
作
農
を
締
上
げ
、
甘
い
汁
を

吸
っ
た
悪
代
官
と
現
代
の
悪
徳
政
治
家
が

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。

　

そ
し
て
月
岡
温
泉
一
の
「
華
鳳
」
着
。

ど
こ
へ
行
く
の
か
と
思
わ
せ
る
広
く

長
い
ア
プ
ロ
ー
チ
、
立
派
な
大
門
に

迎
え
ら
れ
、
車
内
に
感
嘆
が
洩
れ
る
。

温
泉
は
、
一
瞬
本
当
？
と
疑
う
エ
メ

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
。
バ
ス
ク
リ
ン
を

一
箱
も
入
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
様
子

が
箱
根
大
涌
谷
ど
こ
ろ
で
は
な
い
強

烈
な
硫
黄
の
匂
い
に
納
得
。

　

夜
の
宴
は
御
住
職
の
「
箸
」
の
話

芸
を
皮
切
り
に
一
次
会
、
二
次
会
と

盛
上
が
り
予
算
無
視
の
無
礼
講
に
藤

澤
君
が
不
安
な
顔
。
私
も
頑
張
っ
て

何
十
年
振
り
の
洒
落
た
カ
ク
テ
ル
を
一
杯
御
馳
走
様
。

　

翌
日
、
心
改
め
て
国
府
別
院
参
拝
。
正
面
同
列
須
弥
壇
に
置
か
れ
た
親
鸞

聖
人
の
御
像
の
謂
れ
や
、
一
度
他
宗
に
渡
っ
た
寺
を
再
び
戻
し
、
十
七
代
に

亘
る
法
灯
を
導
く
人
、
導
か
れ
る
人
救
お
う
と
の
御
心
と
徳
を
慕
い
心
を
委

ね
た
人
々
と
の
絆
深
く
灯
し
続
け
て
来
た
お
話
な
ど
を
、
稲
荷
賛
事
様
か
ら
、

お
聞
き
し
感
慨
一
し
お
に
お
参
り
す
る
。

　

そ
し
て
居
多
ヶ
浜
。
流
罪
の
人
と
し
て
舟
を
降
り
荒
磯
に
衣
の
裾
を
濡
ら

さ
れ
た
時
の
御
決
意
を
偲
べ
ば
、
凛
と
し
て
徳
を
湛
え
た
御
姿
が
彷
彿
と
浮

か
ぶ
。
僅
か
な
門
信
徒
が
、
手
を
合
わ
せ
お
迎
え
し
た
時
自
然
の
葦
が
葉
を

向
け
た
と
云
う
「
片
葉
の
葦
」
。
目
を
や
れ
ば
風
に
そ
よ
ぐ
、
こ
の
葦
は
今

も
皆
葉
を
海
に
向
け
て
い
る
。

　

次
の
目
的
地
へ
と
向
か
う
車
窓
の
風
景
は
走
れ
ど　
　

少
し
も
変
わ
ら
ず
、

美
し
い
水
田
に
や
さ
し
い
緑
の
早
苗
が
続
く
。
私
は
少
し
も
飽
き
な
い
「
き

れ
い
ね
ー
」
と
繰
り
返
す
。
体
の
中
に
何
か
い
い
も
の
が
、
い
っ
ぱ
い
に
な

る
様
。
お
寺
の
は
今
回
も
よ
か
っ
た
。
美
し
国
、
瑞
穂
の
国
万
歳
。
有
難
う
。

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。

※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は毎月第１土曜日　午後7時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。 （　　　　　　）

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
・

静岡東組

○○教区

（○○別院）

○○組

（築地別院）

東京教区 ○○教区 ○○教区

浄土真宗本願寺派

（西本願寺）

地方組織

門主（24代）

中央組織

海外組織

○○組

※住職元開教使

カナダ

ハワイ

北　米

全国32教区（沖縄特区含む）

（○○別院） （○○別院）

南　米

外
地
別
院

外
地
寺
院

○○組

オーストラリア

メキシコ

台　湾

ドイツ

イギリス

スイス○○寺

開
教
区

（4）

開
教
地

（3）

東京教区教務所

長照寺

東京教区内24組（全国533組）

静岡東組11ヶ寺（全国10,296ヶ寺）

○○寺○○寺
　摂取山

７月２２日(日)  境内清掃作業・親睦懇親会 境　　内

８月１３日～１５日  合同盆法要（計８回） 本　　堂

９月２日～５日 門信徒会親睦海外研修旅行 台　　湾

９月２３日(日) 秋季彼岸会法要 本　　堂

１０月１５日～１６日 第１回静岡東組連続研修会 箱根の里

１０月２２日（月) 門信徒会親睦ゴルフコンペ 未　　定

１１月１８日(日) 報恩講・座談会・茶話会 本　　堂

１１月２９日～３０日 第２回静岡東組連続研修会 未　　定

１２月２日(日) 境内清掃作業 境　　内

１２月３１日(月) 除夜会 本　　堂

１月４日(金) 修正会及び新年会 本　　堂

１月１２日～１３日 ご正忌報恩講 西本願寺

１月２１日～２２日 第３回静岡東組連続研修会 築地別院

２月１０日(日) 寺報(第１９号)発行 

２月１６日～１７日 東京教区仏教壮年研修会 未　　定

３月２０日(木) 春季彼岸会法要 本　　堂

今　 後　 の　 活　 動　 予　 定

平
成
19
年

平
成
20
年

私
達
の
お
寺（
長
照
寺
）は
ど
こ
？

　

心
の
拠
り
所
と
し
て
お
参
り
さ
せ
て
戴
く
私
達
の
お
寺
は
ど

こ
で
し
ょ
う
。お
寺
は
昔
、現
在
の
市
役
所
と
か
役
場
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。従
い
ま
し
て
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、そ
の
目
的
が
変
化
し
て
心
の
中
を
充
た
し
て
く
だ
さ

る
場
と
し
て
、そ
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。



　
　

六
月
一
日（
金
）〜
六
月
二
日
（
土
）、
一
泊
二
日
の
門
信
徒
会
の
研
修

旅
行
に
姉
と
参
加
し
ま
し
た
。
親
鸞
聖
人
様
が
越
後
国
府
へ
遠
流
に
処
せ
ら

れ
ま
し
て
か
ら
八
〇
〇
年
を
お
迎
え
し
ま
し
た
事
で
、
ご
上
陸
の
地
「
居

多
ヶ
浜
」
や
「
国
府
別
院
」
を
参
拝
し
聖
人
様
の
御
苦
労
を
偲
ぶ
と
言
う
新

潟
、
信
州
方
面
へ
の
研
修
旅
行
で
し
た
。
お
寺
の
研
修
旅
行
と
言
う
事
で
、

さ
ぞ
か
し
堅
苦
し
い
の
で
は
と
、
初
参
加
の
私
達
は
バ
ス
に
乗
る
迄
緊
張
と

不
安
で
一
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
不

安
は
直
ぐ
に
消
え
ま
し
た
。
早
朝
出
発
し

た
バ
ス
の
中
は
、
和
気
藹
々
と
一
気
に
宴

会
場
と
成
り
、
盛
り
あ
が
っ
た
の
で
す
。

　

一
日
目
の
昼
食
は
原
田
農
園
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
ご
住
職
様
の

お
話
し
を
聞
き
、
サ
ァ
ー
食
事
！
と
そ
の

時
皆
様
が
一
斉
に
合
掌
し
「
頂
き
ま
す
」

と
大
き
な
声
、
長
照
寺
門
信
徒
の
会
は
食

事
の
前
後
は
必
ず
「
頂
き
ま
す
」
「
御
馳

走
様
」
と
言
う
の
が
決
ま
り
と
の
事
で
し

た
。
私
は
反
省
し
ま
し
た
。

　

北
方
文
化
博
物
館
を
見
学
し
、
今

夜
の
宿
で
あ
る
「
ホ
テ
ル
泉
慶
・
華

鳳
」へ
、
新
潟
一
の
ホ
テ
ル
と
言
わ
れ

る
通
り
、
そ
の
施
設
の
立
派
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
夕
食
は
食
べ
き
れ
な
い

程
の
料
理
（
先
付
か
ら
水
菓
子
迄
十

五
種
類
も
有
っ
た
）
で
贅
沢
さ
せ
て

頂
き
、
食
事
を
し
な
が
ら
の
自
己
紹

介
で
知
っ
た
事
は
、
皆
様
の
趣
味
の

多
さ
、
そ
の
趣
味
が
本
格
的
で
あ
る

と
言
う
事
で
す
。
そ
の
中
の
一
つ
で

あ
る
カ
ラ
オ
ケ
も
プ
ロ
並
で
、
聞
き

い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
前
向

き
に
生
き
な
け
れ
ば
と
又
反
省
で
す
。

　

二
日
目
、
今
日
の
目
的
で
あ
る
本
願
寺
国
府
別
院
へ
。
総
欅
造
り
の
本
堂
、

彫
刻
、
天
井
絵
、
壁
画
の
彩
色
の
す
ば
ら
し
さ…

。
合
掌
し
て
い
る
と
胸
が

熱
く
成
り
参
拝
出
来
た
事
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

親
鸞
聖
人
御
上
陸
の
地
「
居
多
ヶ
浜
」へ
。
居
多
ヶ
浜
記
念
堂
を
見
学
し
、

展
望
台
か
ら
日
本
海
を
眺
め
な
が
ら
八
〇
〇
年
前
の
聖
人
様
の
上
陸
を
想
像

し
ま
し
た
。
信
州
・
長
野
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
特
別
企
画

展
（
川
中
島
の
戦
い
）へ
。
川
中
島
古
戦
場
と
博
物
館
の
見
学
、
何
故
川
中
島

の
戦
い
が
起
き
た
の
か
？　

武
田
軍
団
は
何
故
強
か
っ
た
の
か
？　

山
本
勘

助
の
伝
説
と
か
説
明
を
聞
き
、
歴
史
に
弱
い
私
に
も
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

無
事
に
旅
行
も
終
わ
り
ま
し
た
。
反
省
し
た
り
、
勉
強
出
来
た
り
、
楽
し

く
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

追
記

　

御
住
職
様
の
割
箸
談
義
、
中
国
（
ペ
ッ
キ
ン
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
バ

リ
ッ
）
フ
ラ
ン
ス
（
パ
リ
ッ
）
日
本
（
二
本
）
の
ネ
タ
頂
き
ま
し
た
。

門
信
徒
会
親
睦
研
修
旅
行

ー
ー
新
潟
・
長
野
方
面
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
九
年
六
月
一
日
〜
二
日

ー
ー
伊
東
方
面
ー
ー

　
　
　
　
　
　
平
成
十
九
年
四
月
三
十
日

坪　

内　

定　

枝

門
信
徒

こ　

た
が
は
ま

　

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
研
修
旅
行
に
参
加
す
る
二
十
余
人
の
方
々
の
笑
顔

と
、
は
ず
む
声
々
。

　

初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
日
和
の
四
月
三
十
日
、
楽
し
さ
を
い
っ
ぱ
い
醸
し
出

し
な
が
ら
、
日
帰
り
研
修
旅
行
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

研
修
旅
行
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
伊
東
市
の
伊
豆
一
碧
湖
美
術
館
で
の
絵
画
鑑
賞
と
、

同
市
の
宝
専
寺
で
の
遊
園
会
へ
の
参
加
と
、
永　

六
輔
氏
の
講
演
の
拝
聴
で
す
。

　

新
緑
に
囲
ま
れ
た
一
碧
湖
の
湖
畔
の
景
勝
を
、
望
む
よ
う
に
建
つ
、
伊
豆
一
碧

湖
美
術
館
で
は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
画
壇
の
作
家
ジ
ョ
ン
ピ
エ
ー
ル
・
カ
シ
ニ
ョ
ー

ル
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
軽
快
な
動
き
と
、
明
る
い
色
彩
で
し

た
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
作
品
の
美
し
さ
を
、
自
分
な
り
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

昼
は
、
パ
リ
の
雰
囲
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
わ
れ
て
い
る
、
館
内
の
デ
ザ
ー

ト
・
テ
ラ
ス
で
、
湖
を
眺
望
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
食
事
の
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

遊
園
会
の
会
場
と
な
る
宝
専
寺
の
庭
園
は
、
山
水
画
の
よ
う
な
風
情
で
し
た
。

芝
の
緑
は
、
青
空
の
も
と
で
、
目
に
染
み
入

る
よ
う
に
明
る
く
、
来
た
者
を
迎
え
て
い
る

か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
風
が
撫
で
渡
る
青
青
の
芝
に

座
し
て
、
永　

六
輔
氏
の
講
演
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
人
間
味
の
あ
る
上
品
な

し
ゃ
れ
と
笑
い
、
軽
快
な
語
り
ぐ
ち
に
引
き

込
ま
れ
、
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

イ
ラ
ク
で
の
唯
一
神
イ
ス
ラ
ム
教
信
徒
同
士
の
争
い
の
悲
し
む
べ
き
現
状
。

ブ
ッ
ダ
の
悟
り
と
教
え
、
仏
教
徒
は
天
国
で
は
な
い
こ
と
、
民
間
伝
承
の
刺
し
子

の
美
し
さ
、
そ
し
て
、
農
耕
行
事
に
伴
う
歌
舞
か
ら
起
こ
っ
た
田
楽
の
こ
と
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
話
題
が
、
万
華
鏡
の
よ
う
に
、
次
か
ら
次
へ
と
、
わ
か
り

や
す
い
話
し
言
葉
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
笑
い
の
う
ち
に
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
、

講
演
時
間
が
、
短
く
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
、
話
に
出
た
田
楽
の
舞
楽
が
、
田
楽
保
存
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
、

演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
平
安
中
期
か
ら
行
わ
れ
た
、
田
植
え
の
と
き
の
民
間
舞
楽
が
、

後
に
遊
芸
化
し
、
室
町
時
代
に
は
盛
ん
に
行
わ
れ
、
専
業
田
楽
法
師
も
現
れ
た
と
、

伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
田
楽
は
、
舞
楽
と
は
知
ら
な
か
っ
た
よ
。
」

「
豆
腐
な
ど
を
、
串
に
刺
し
て
焼
い
た
料
理
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。
」

そ
ん
な
、
さ
さ
や
き
の
声
も
耳
に
し
ま
し
た
。
私
も
、
ま
っ
た
く
、
そ
の
よ
う
な

思
い
で
し
た
。

　

田
楽
を
演
じ
た
の
は
、
保
存
会
に
所
属
し
て
い
る
、
小
中
学
校
と
高
校
の
皆
さ

ん
で
し
た
。
太
鼓
や
笛
の
奏
で
る
曲
に
合
わ
せ
、
統
制
の
と
れ
た
機
敏
な
動
き
の

舞
に
、
感
動
の
拍
手
が
、
し
ば
ら
く
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
日
帰
り
研
修
旅
行
は
、
私
に

と
っ
て
、
知
的
収
穫
の
多
か
っ
た
、
有

意
義
な
一
日
で
し
た
。

門
信
徒
会
親
睦
日
帰
り
研
修
会

門
信
徒
会
親
睦
日
帰
り
研
修
会

参
加
し
て
良
か
っ
た

門
信
徒　

八
木
橋　

幹　

夫
か
もし

な　
　
　
　
　
　

せ
い
せ
い

た

か
な
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☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く
　習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談
ください。
☆次回寺報は、平成20年2月10日（日）発行予定です。

●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817
TEL・FAX０５５-９８８-３９００
編集人＝長島・菊沢・斉藤・園田　

（蓮如上人御一代記聞書より）

門信徒会親睦研修旅行
（新潟・長野方面）
平成19年6月1日～2日
国府別院にて

越後の方々の
親鸞聖人への思いが

伺えます

　　　国府別院内陣

●法話をまとめた小冊子第1～5巻が
　発行されています。
　　　　お尋ねください。

朝7時45分（5分間）

毎週水曜日

お聖教の文やその解釈を

　　どれほど覚えたとしても

　　　　信心がなければ何の意味もない。

門信徒会員より原稿を随時募集致します。
４００字前後の文章および、写真・イラストも歓迎致します。 

初 参 式「野元綾子ちゃん」（平成19年4月8日） 初 参 式　「遠山研介くん」（平成19年2月26日）

くわ入れ式「吉川製作所」（平成19年5月18日） くわ入れ式「杉浦さん」（平成19年4月16日）

編集部より

平成19年度上期の行事平成19年度上期の行事
平成19年（2007年）7月8日発行第18号

浄土真宗本願寺派（西本願寺）摂取山　長 照 寺　  静岡県三島市徳倉1195-817　電話055-988-4242
URL http://cyoshoji.or.jp   E-mail : info@cyoshoji.or.jp

しょうぎょう　　　もん


	p1.pdf
	p2.pdf
	p3.pdf
	p4.pdf
	p5.pdf
	p6.pdf
	p7.pdf
	p8.pdf

